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授
業
の
様
子

第
四
回
授
業
（
五
月
十
三
日
）

で
は
、
Ｓ
Ａ
が
大
学
生
活
に
つ
い

て
に
十
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
回

は
、
「
在
学
生
が
ど
の
よ
う
な
思

い
で
、
本
学
で
学
ん
で
い
る
の
か

に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
通
じ
、
新

入
生
が
こ
れ
か
ら

4

年
間
の
学

び
の
見
通
し
を
持
つ
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
に
は
、
事
前
に
以
下
の
項

目
を
入
れ
た
う
え
で
、
「
あ
り
の

ま
ま
」
の
自
分
を
語
る
発
表
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
依
頼
を

し
て
お
り
ま
す
。

・
な
ぜ
東
京
家
政
大
学
に
入
学
し

た
の
か
。

・
東
京
家
政
大
学
を
ど
の
よ
う
な

大
学
だ
と
と
ら
え
て
い
る
か
。

・
今
ど
の
よ
う
な
思
い
で
学
ん
で

い
る
の
か
。

・
将
来
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
い

て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
に
向
け

て
何
を
し
て
い
る
か
。

今
年
の
Ｓ
Ａ
は
昨
年
度
か
ら
続
く

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
大
学
生
活
の
経

験
を
有
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
（
メ
デ
ィ
ア
授
業
）
や
サ
ー

ク
ル
活
動
の
自
粛
な
ど
、
今
の
自

分
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
今
年
の

新
入
生
に
向
け
て
率
直
に
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
資
料
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

事
前
研
修
や
担
当
教
員
と
の
や
り

取
り
を
し
な
が
ら
、
作
成
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
新
入
生
か
ら
は

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
（
裏
面

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

確
認
く
だ
さ
い
）
、
非
常
に
よ
い

機
会
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

発
表
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｓ
Ａ
の

皆
さ
ん
に
御
礼
お
申
し
上
げ
ま
す
。

第
四
回
授
業
に
お
け
る
Ｓ
Ａ
の
発
表
に
つ
い
て

の
ご
報
告

家政学部 2年

児童学科児童学専攻

私は、昨年自分のクラスの担当のSAさ

んに憧れて、今回SAになろうと思いまし

た。憧れのSAさんのように、自分が出来

ているのかまだ自信がありませんが、SA

の発表では、新入生の皆さんから様々な

質問、そして素敵な感想を頂くことがで

き、沢山の元気を貰いました。本当にあ

りがとうございました！

SAとして、2度目のスタートアップセ

ミナー自主自律を受け、前回とは違った

視点で問題を考えることができるように

なったと思っています。授業では簡易型

ジグソー法を用いており、前回は担当に

なった資料を深く読んでいました。けれ

ども、今回は皆さんの考えに感想を伝え

られるようにするためにも全ての資料に

目を通しました。全ての資料を読むので、

熟読することはできませんが、多方面か

らの視点で問題を考えることができ、物

事を考える際には、一つの考えに捉われ

ずに様々な考えを取り入れていくことの

大切さを改めて実感しました。

授業も段々と、グループワークや発表

がメインになっていきますが、SAとして

素敵なアドバイスや感想を伝えられるよ

うにこれからも精一杯頑張ります。

H.K.さん

ＳＡからのレポート

ＳＡとしての活動を経験して

10
Report



授業の感想を紹介します

スタートアップセミナー自主自律に関する問い合わせ先

学修・教育開発センター（板橋校舎 百周年記念館1階）

TEL：03-3961-0284 E-mail：startup@tokyo-kasei.ac.jp

新入生から寄せられた感想を掲載いたします。

⚫ SAさんのお話を聞いて勉強になったことがたくさんありました。特に印象に残ったのは、「今しかできないこ

とに挑戦して、なにか楽しみを見つける」ということです。私もなにかに挑戦して楽しみを見つけたいと思い

ました。パワーポイントもとてもわかりやすかったです。SAさんの貴重なお話を聞くことができてよかったで

す。

⚫ 学びだけでなく学科を超えての交流や楽しみを見つけることがより充実した大学生活が送れるのだと思いまし

た。何よりも、深い学びができ、またそれが社会で役に立つ人として育ててくれる学びが家政の魅力だと思い

ます。また、今回教えてもらったのが積極的に参加するということです。今は関係ないと思うことでも、考え

方ややりたいことが見つかった時、変わった時を踏まえて準備しておくことは大切だと思います。

本科目では32名のSAが採用され、活動をしてくれて

います。活動の中で出た不明な点や、工夫点などを共

有する場としてSA同士の意見交換会を実施いたしまし

た。

開催に先立ち、SAの代表者がアンケートを作成、①

工夫していること（授業中、授業外）②困っているこ

となどを募集しました。当日は事前アンケートの結果

も踏まえ、工夫点として新入生が話しやすいようにカ

メラをオンにし、相槌などを打つようにしている、出

席管理をスムーズに行えるように授業の10分前には

GoogleMeetにログインし、名簿を作成している、教員

と些細なことでも共有するようにしているなどがあげ

られました。困っていることとしては、主に新入生の

グループワークへの対応方

法があげられ、各クラスで

どのように対応しているの

かの意見交換が行われまし

た。

SA意見交換会を実施しました

5月20日（木）のお昼休みに第1回SA意見交換会を開催し、これまでの授業に
ついての意見交換を行いました。

⚫ 女性としてどんなことを武器にして、どんなキャリアを積んでいきたいかというように、自分自身の学びと将

来を結びつけて深く考えていた。自ら行動していかなければどんな大学に入っても時間を無駄にしてしまうと

いうことを、SAさんの話から改めて感じた。

⚫ 正直今の生活は、友達には会えないし、授業・課題の時間はパソコンに向き合い続ける時間がほとんどで、毎

日同じような生活を送って退屈だな、とマイナスにばかり捉えていました。ですが、SAさんのプレゼンを聞い

て、「今の環境を大切に、プラスにとらえよう!」この一言でハッと気づかされる部分がありました。今の環

境は自分の時間が多い、だからこそ自分で学んでみたいこと、やりたいことをやるべきなんだと気づくことが

できました。オンライン上でもできるボランティアなどがあったので、さっそく申し込んでみました。プレゼ

ンが聞けて前向きな気持ちになることができ、本当によかったです。ありがとうございました！


